
社会サイクル論

シュードラ時代 → クシャトリア時代 → ヴィプラ時代 → ヴァイシャ時代 → シュードラ時代 → クシャト
リア時代･･･の推移循環を竹下さんは大中小のサイクルに分類して時代を見ておられます。具体的には映像配
信の「家族の絆 〜夫婦」を視聴して頂く以外にはないのですが、大サイクル、中サイクル、小サイクルの意味が
とれないでしょうから、少しだけ補足します。

　大サイクルは百年程度から数千年間という期間を経て、全体としてシュードラ時代 → クシャトリア時代 →
ヴィプラ時代 → ヴァイシャ時代と変移するのを指します。
例えばヴァイシャ時代は全体としては 1754 年から 2012 年の期間です。この 260 年間弱の期間のヴァイシャ
時代が大サイクルのヴァイシャ時代です。

ところが大サイクル全体としてはヴァイシャ時代ですが、その 260 年間弱の期間の中でもシュードラ時代 →
クシャトリア時代 → ヴィプラ時代 → ヴァイシャ時代と変移すると竹下さんは指摘されるのです。大サイク
ルの中のこの変移を中サイクルとしているのです。

更に中サイクルの、例えばクシャトリアの期間の中でもシュードラ期 → クシャトリア期 → ヴィプラ期 → ヴ
ァイシャ期と推移すると竹下さんはされています。この中サイクル期間の中の変移を小サイクルとしているの
です。

こうなると、例えば大サイクルでは、クシャトリア時代でもその中で中サイクルはヴィプラ時代、中サイクルは
ヴィプラ時代でもその中の小サイクルはヴァイシャ期というケースもあるわけです。

さて 2019 年 3 月現在は大サイクル、中サイクル、小サイクルではどうなるか？といえば大サイクルは無論シ
ュードラ時代です。そして実は中サイクルそして小サイクルもシュードラ時代なのです。現在は大中小の全て
のサイクルで混沌無秩序のシュードラ時代に該当しているのです。


